
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リサイクル適正の表示：紙へリサイクル可 

この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針にお

ける「印刷」に係る判断基準に従い、印刷用の紙への

リサイクルに適した材料［Ａ ランク］のみを用いて製作

しています。 

このパンフレットは、古紙パルプ配合率100％の再生紙を使用しています。このマー

クは、３Ｒ活動推進フォーラムが定めた表示方法に則って自主的に表示しています。

地域や職場でのユニークな２Ｒの取組紹介 

不要品情報を庁内メールで（千葉県市川市） 

部署によって、当該部署で不要になった製品をリユース品として

他部署に譲渡するため、庁内の全部署にメールで適宜情報発信し

ています。 

マイ箸やリユース食器の使

用（東京都羽村市） 

職員等の庁内での食事は

マイ箸使用を推進していま

す。市事業における飲食を伴

う事業には、リユース食器利

用制度により、促進に努めて

います。 

使い捨て弁当容器を自粛（埼玉県川越市） 

会議で弁当を提供する場合、使い捨て弁当容器の利用を自粛し

ています。 

古着のファッションショー「もりおかフルコレ」の開催

（岩手県盛岡市） 

 再生品を活用したファッションショーを通じ、「衣」

の文化における盛岡ならではのライフスタイルを紹

介するイベントを開催。一般応募の部の他古着店に

よるショーを行い、楽しみながら、リユース意識の高

揚を図るイベントを実施しています。 

もったいない食器市（奈良県生駒市） 

 家庭で不要になった陶磁器食器及びガラス製食器

を回収し、使用できるものはその場で市民に配布す

るイベントを月に三回実施しています。 

使わなくなった机・イス等を利用した海

外支援事業（東京都江東区） 

 学校で使わなくなった机・椅子や区民

から寄付された楽器等を江東区・海外

リサイクル協会（NGO）・JHP 学校をつく

る会（NPO）の三者協働で、それらが不

足している地域に贈っています。支援

物資には、贈り手のこどもたちのメッセ

ージを添えて贈り、受け取り手のこども

たちからは、喜びの声を寄せ書きや写

真等に託して還元しています。平成 25

年は机・イス 230 セット、楽器をカンボ

ジアへ贈りました。 

プチ紹介⑪ プチ紹介⑩ 

プチ紹介⑫ 

プチ紹介⑬ 役所での取組 プチ紹介⑭ 役所での取組

プチ紹介⑮ 役所での取組

平成 26 年 3 月発行 

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課 

循環型社会推進室、リサイクル推進室 

〒100-8975 東京都千代田区霞が関 1-2-2 

☎03-3581-3351（代表） FAX03-3593-8262 

URL:http://www.env.go.jp/recycle/circul/ 

URL:http://www.env.go.jp/recycle/recycling/ 

 

　循環型社会を構築するためには、３Ｒ（リデュース（発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再生利用））
が不可欠であり、特に「リデュース・リユース＝２Ｒ」を一層進めることが求められています。
　そこで、住民、事業者、行政など、地域に住む様々な主体が連携して２Ｒの取組が発展する事を願い、
先進的な事例を取りまとめました。
　みなさまの地域で２Ｒの次の一歩を踏み出すために、このパンフレットを是非お役立てください。

循環型社会

天然資源の
投入

生産
（製造、流通）

消費・使用

廃棄

最終処分

処理
（リサイクル・焼却）

廃棄物等の発生抑制と適正な循環的利用・
処分により、天然資源の消費を抑制し、環境への

負荷ができる限り低減される社会

3 RRecycle

Reduce

Reduce

Reuse

環 境 省

発生抑制（リデュース）

生産時の天然資源の投入量抑制や
過剰な消費・使用の回避など廃棄
物の発生自体を抑制すること

再使用（リユース）

いったん使用された製品・部品・
容器等の形状を維持したまま再び
使用すること
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東京都羽村市「イベントでのリユー

ス食器利活用を市が支援」 0 

NPO

奈良県生

駒市 奈良市「リ

ユース リター

ル び で

全とまちおこ

し」 2 

NPO ス ース う「全 への

及 と地元での 組 くり」

 

県容器リユース推進協議会

「協議会 によるリユース（リ

ター ル）び の利用促進」

 

岡 県真庭市「 ・ ス ー

スに の を活用」  

県 市

「 めたリユー

ス品を で譲

渡」  

京都 京都市「店 ・び と

したリユース リター ル び

の 回収」 2 

市「リユースでお い

物 と 発 」  

NPO 2

ジ ン「古着

のリユース・リ

メイク・海外と

の民 」

2  

東京都 市「 みの再生

を 事業化」  

千葉県市川市「リユース品は

取・ みは 取」 

NPO 部リ

サイクル 市

民の会「地域の

でリサイクル

からリユースへ」

20 

東京都 市「マイボトル シー

ルの け み らし」  

東京都 子市「使用 家 等

をリユース事業者に 」 5 

千葉県 市「家 等の回収・

と 用品の受託 」  

東京都 区「リユース業者の

活用 をリーフレット等で紹介」

 

埼玉県川 市「 いちフリ マー ッ

ト、 子で学 」 5 

信 レジ 推進協議会

「 域 な取組でレジ 」 5 

海 市「レジ の取組

から容器 化 へ」 

県 市「マイボトル ン

ーンで みの発生 制を」 

東京都 市「 み 化を

に 」 0 

ジ ン「お

に りの をいつまでも ン

ラック リ・ ア」 22 

    

      

   

 

 
 
 

「 紹介」は、全 市区 村アン ート等で

ユニークな取組を行っているものを ックアッ

しています。 

 

 

ールは、 Ｒについて実施した行 の回

や、回収した容器の 等を する け

で の が にわかるよう

した ールで、 の から でも

で利用することができます。 
 

プチ紹介 

の紹介

 

 

 

2  ２Ｒ（リ ース・リユース）って  

3   地域の２Ｒ取組 （全 市区 村アン ートより）

  等での２Ｒの取組 

5   レジ の  

  マイボトルの利用促進 

0  リユース食器の利用促進 

2 リユース（リター ル）び の利用促進 

3 20 使用 製品のリユース 

2 22 古布・古着のリユース 

23  地域や職場でのユニークな２Ｒの取組紹介 

紹介  

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
  

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

  レジ  

・マイ ッ ン ーン 

・自 事業者 協  

・協議会の開催 

・レジ の  

・マイ ッ への イント付 、  
・ 店・ 良店の  
・ 化等の推進 
（ 取組メニ ーの組み合わせ

） 等 

  マイボトル（使い捨て容

器の利用の ） 

・マイボトル ン ーン 

・マイボトル 者への イ

ント付 、  

・ ン ーン 等 

 三 会 成推進 では、「リサイクルより の高い２Ｒの取組がより進 会

シス の を す」と しています。 
 図では、これまでの の２Ｒ 等で紹介された な取組を、品 とに一 で紹介して

います。これらを に、 地域の や実情に した取組メニ ーを してく さい。 

その他のリ ース  
食品・ 用品の容器  

・ り りの促進 
・ め え用品の促進 
・ 容器の 化 

り箸  
・マイ箸 ン ーン 
・ り箸の使用  
食品 物  

・食品 ス ン ーン 

・フー ンク活  等 

 

「リユース」とは、いった 使用された製品、部品、容器等を再び使用することです。 を したまま使用するこ

とから、リサイクルに 、一般 に ル ーの や資 の が なく、その から発生する 物等の

も ないです。 

  使用 製品リユース 

 

・使用 製品の回収・ 譲渡 

・ みからの回収・ 譲渡  

・レンタル・リース品の活用 

・リユース情報 の場の提供 （ 、 報 、 など） 

・リユースショッ （リサイクルショッ ）の 民への紹介・ 及 発 

・フリーマー ットの開催 

・フリーマー ットの支援・ 及 発 

・ ・再生事業（おもち ・ など） 

・不用品の海外支援としての提供 等 

リユース リター ル び  

・リユースび での飲 等の提供 
・リユースび の回収シス  等 

 リユース食器 

・リユース食器の  

・リユース食器利用への  等 

 衣 リユース 

・衣 の回収・  

・衣 の 収 ・ 回収 

・ ・ でのおさが

り活用の推進 

・不要衣 の海外支援として

の提供 等 

 

「リ ース」とは、 物等の発生自 を 制することです。 物等は、いった 発生してしまうと、資 として

な利用を行う場合で っても なから への を生じさせます。このため、 物等の に

する を させるためには、これを発生させないことが も です。 

1

3Rパンフ_面付け用.indd   1 2014/03/21   10:1 :5



 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
  

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

  レジ  

・マイ ッ ン ーン 

・自 事業者 協  

・協議会の開催 

・レジ の  

・マイ ッ への イント付 、  
・ 店・ 良店の  
・ 化等の推進 
（ 取組メニ ーの組み合わせ

） 等 

  マイボトル（使い捨て容

器の利用の ） 

・マイボトル ン ーン 

・マイボトル 者への イ

ント付 、  

・ ン ーン 等 

 三 会 成推進 では、「リサイクルより の高い２Ｒの取組がより進 会

シス の を す」と しています。 
 図では、これまでの の２Ｒ 等で紹介された な取組を、品 とに一 で紹介して

います。これらを に、 地域の や実情に した取組メニ ーを してく さい。 

その他のリ ース  
食品・ 用品の容器  

・ り りの促進 
・ め え用品の促進 
・ 容器の 化 

り箸  
・マイ箸 ン ーン 
・ り箸の使用  
食品 物  

・食品 ス ン ーン 

・フー ンク活  等 

 

「リユース」とは、いった 使用された製品、部品、容器等を再び使用することです。 を したまま使用するこ

とから、リサイクルに 、一般 に ル ーの や資 の が なく、その から発生する 物等の

も ないです。 

  使用 製品リユース 

 

・使用 製品の回収・ 譲渡 

・ みからの回収・ 譲渡  

・レンタル・リース品の活用 

・リユース情報 の場の提供 （ 、 報 、 など） 

・リユースショッ （リサイクルショッ ）の 民への紹介・ 及 発 

・フリーマー ットの開催 

・フリーマー ットの支援・ 及 発 

・ ・再生事業（おもち ・ など） 

・不用品の海外支援としての提供 等 

リユース リター ル び  

・リユースび での飲 等の提供 
・リユースび の回収シス  等 

 リユース食器 

・リユース食器の  

・リユース食器利用への  等 

 衣 リユース 

・衣 の回収・  
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全 の市区 村を に「市区 村における２Ｒの取組 」を行い、２Ｒの取組 を しまし

た。 の図は 使用 製品（リユース品）の回収、 古布・古着の 収 、 び の 収 、

等での２Ｒ（リ ース・リユース）取組の都 県 の実施 です。（平成 25 年 2 月 発 2、回

230、回 0 ） 

使用 製品（リユース品）の回収実施  古着・古布の 収 実施  

び の 収 実施  等での２Ｒ（リ ース・リユース）取組 

 
 
 
 

  

  

・リユースの取組はものの渡し手と き取り手が 要なため、 都 や など 度の高

いとこ で 及しています。 

・古布・古着の収 は全 に 及しています。 

ーセン ージは回

市区 村に める 合 

収 、リサイクルされ

る場合も る 

収 、リサイクルされ

る場合も る 

の 取組  

 

 

の取組実施  の２Ｒ取組の  
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弁当や食 はリユース容器

庁内食 はリユース箸

フ ス家 等はリユース品

庁内不用品を庁内で再利用

庁内不用品を庁外へ譲渡

その他

市区 村

等での２Rの取組自 N=1,230

（ 化する取組の ） 

み 発 （子供 け、 者 け）

等を活用して 及 発 

レジ 外の容器 の 等、 に配

した い物 

市民、事業者と協働で食品 ス を び

かける を 成 

が い市区 村 ど実施 が高い

が り、「使用 製品のリユース」、「 等

での２Ｒ」ではその が に きくなっていま

す。「古着・古布の 収 」はい れの

の市区 村でも実施 が高く、「び の 収

」は に なく 30 50 の実施 と

なっています。 

役所 での の取組 
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レジ の                 この の 紹介 23 も  

レジ の は、 者が に し使用を

制できることから、容器 物の発生 制に

する意識の に きな が できます。レジ

の 取組手 としては、配布の 、 化、

イント付 、マイ ック の びかけ等が り、これ

らの取組の くりや支援、実 の のため

には、協議会の 、協 の 、 店・ 良店の

・ 、 の 等が えられます。 

が行ったレジ に る全 の取組

によると、都 県及び 市・ 市・ 区

の が らかの取組を行っています。 

では、レジ の 化 でレジ

は 22 から に、マイ ック は 2 から

5 と な がみられました。   

 
 

 

 

 

地 自 におけるレジ の取組 （平成 25 年 2 月）

このように、レジ のための取組は全 に

及しているといえます。しかしながら、レジ をより

一 推進するためには、店 での取組に え、市

域を えて い物をするという 者の 活

を に れた 域での取組を進めることが 要で

す。 

この では、 域でレジ に取り組 でいる事

と、レジ の活 から たな取組に発 した事

を紹介します。 

域 な取組でレジ （ 信 レジ 推進協議会） 

取組の 要  

 平成 20 年 月に発足した「 信 レジ 推進協議会」は、 域 な地域の取組でレジ を推進

してきました。協議会の 成員は、事業者（スー ーや 協など）、 者 （ 会議 、 年会議

、 者の会など）、行 （ 県 地 事 、 信 域 合、 地 の市 村）です。 

レジ 取組店制度を けて、「レジ の を平成 23 年度までに 0 」とする を ま

した。 

平成 23 年 3 月に 2 2 となり、発足当 の を 成したことから、平成 2 年 月までの

を 5 に き て、 き き取組を推進することにしました。また、取組店は取組 （レジ の

、レジ の 化、レジ 者への き）を し、レジ を に報 することにしまし

た。さらに、レジ の 化による が きいことから、平成 2 年 2 月 から 店での 化

（ 配布 ）を一 にスタートさせました。レジ 化に み ることが な 店では 者

への き も める な 応をしました。 

実  

・取組店 5 店（取組 内 は、レジ の 5 店 、レジ の 化 3 店 、レジ 者へ

の きが 店 ）（平成 2 年 月 ） 

・レジ （平 ） 2 2 （平成 25 年 3 月実 ） 

合せ  

  

 

 

レジ の取組から容器 化 へ（ 海 市）  

取組の 要   

市では、平成 20 年にこれまで行っていたマイ ッ ン ーンからレジ の 化へと取組を

しました。レジ 化への取組は事業者、市民 、行 の三者協 を に進められ、市民 は

ーレジ に する店 アン ート、自 アン ートを行い、その をマスコ に発 し、 を高める

活 をしました。その 、協 による取組を開 したこの 年 でレジ 化実施店 は 0

店 となりました。 

市は三者協 を している店 と 年情報 会を開催し、レジ の取組 や など

について意 をしています。 

市内のスー ーマー ットでのレジ の 配布は と ど られなくなり、市民にもレジ は との

意識が し、マイ ック も平成 22 年 3 月には に しました。 

また、平成 20 年には 市の市民 を 海 全域の市民 、 通事業者、 ・地 自

が「 海 ーレジ を進める 会」を し、 内でのレジ 化を推進してきました。 

会は、 海 内で使用される容器 の 化を進め、その 、 内 市 村でレジ

化を実施し、レジ 化は一 の成 を たと し、平成 2 年 月には「 海 容器 の

化を進める 会」に発 組を行いました。 

「 海 容器 の 化を進める 会」は容器 の 化のアン ート や学 を行うととも

に、メーカーにおける容器 化の取組を紹介するなどの情報発信を行っています。 

実 （平成 2 年度）  

・マイ ッ               

・協  3 事業 、 市民  

 

・レジ は で るとの意識が市民に 着した 

  

 

合せ 市  事業部 み 推進  0 2 2 2  

 

 

 
 

  

レジ の 化 

レジ の を推進するために 区（平成 20

年施行）、 市（平成2 年施行）、川 市（平成22

年施行）は を りました。 

マイ ッ の 配布（ 岡県 市） 

年 0月 、 市 会が 成した の

布地を利用した ッ を で配付しています。 

プチ紹介  プチ紹介  

の 、製品の 化などそれ れの事業で行う取組は でも取り られています。  

・ 業 「容器 の使用合 化に する取組事 」（平成 25 年 3 月） 

  ・ 業 「資 ン ック２  制度と Ｒの 」（平成 25 年 月） 
  ・ 県「リ ース・リユース（２Ｒ）活 事 事業 」（平成 25 年 3 月） 

市 ー  
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マイボトルの利用促進 

 

  

 

 

マイボトル ン ーンで みの発生 制を（ 県 市） 

取組の 要   

市では、市民・事業者 の み 意識を高める で市民・事業者・市の 者協働による「

シ にいがたマイボトル ン ーン」を平成 2 年度から実施しています。また、 当地アイ ル ルー

「  ッコ を 用したマイボトルライフガイ を 成し、マイボトルに 品（飲 ）を提供するお店

とマイボトルを するお店の情報を提供しています。 発活 として、 ン ーン に ック フイベ

ントを開催したり、マイボトルを し、飲 を するスタン ラリーなども行っています。平成 25 年度に

行ったアン ートでは、 ン ーンをきっかけに の店 でマイボトル 者が したという

がでました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 （平成 25 年度）  

・ ン ーン  平成 25 年 月 30 月 30  

・飲み物を提供するお店 35 店 

・マイボトルを するお店 5 店 

・スタン ラリーでスタン を 0 めた 者 5  

合せ 市 部 物  025 22 3  

 

 

マイボトル シールの け み らし（東京都 市） 

取組の 要   

使い捨て容器を使わ 、マイボトルを り し使ってもらう「リユース意識」の を に、 市では

マイボトル ン ーンを実施しています。 市と ル アは「 み の意識 及のための協

」を しています。平成 23 年 月に開催された ル アの ー ー で、マイボトル 者

を に、 ル アの 手が「マイボトル ル ース ッカー」を レ ントしました。会場には、マイボトル

の ースを けました。 

その は、 市こどもマラ ン 会や 市 年 会開会 、市内で開催されるス ー イベン

トでマイボトルシールを、また「ス ー 東京 20 3」の 会場では、マスコット ラクター「 りーと」

を インした ス ッカーを、それ れ会場にマイボトルを した に レ ントしました。 

イベントでのス ッカーの配布は、 イベントの も めるため、 催者 からも を て

います。 要 はス ッカー 成に要する けなので、わ かな で実施することができます。 

また、イベント とにス ッカーの インが わることで、 な のス ッカーを めたくなり、

のス ッカーを ったボトルは、 り し使い ける にもなり、子どものうちからマイボトルを使うことに

れ し でもらうことができるので、 への配 意識が 付くきっかけになります。 

 

実 （平成 25 年度）  

・ ル ー・ スの マイボトル ン ーンなど 0 イベントで 3 のシールを配布  

合せ 市 資 部 3 推進  推進  0 2 0530 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

コラ ン ーン 自 等と し取組

を NGO  J  

スイ・ は、 ットボトルなどの使い捨て

容器に った飲 ではなく、 を ことで、 O2

や資 を しようと びかける ン ーン

です。「自 の 行 を応援しよう」「 の アシ

スを やそう」「ライフスタイルを えよう」の つの で

活 しています。 

 

 

 

ン ーン サイト   

施 や 施 にマイボトルス

ット 奈川県 市  

市では、マイボトルに飲み物を

・提供するお店や施 を マイボト

ルス ット として し、 サイト

で紹介しています。 は平成 2

年 2 月 で 2 か ります。 

プチ紹介  
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リユース食器の利用促進         この の 紹介 23 も  

 

サッカースタジア のようなイベント 施 や、

り、 外でのス ー 会のようなイベント会場など、

の に の容器が使われるときに、リユース

食器を使おうという取組が 年進みつつ ります。 

 この では、NPO が となり全 にリユース食器

の 及を図るとともに、地元で な と を

めている事 と、行 が リユース食器を し す

事 、行 が域内イベントでのリユース食器利用を促

進するために 成制度を けた事 を紹介します。 

リユース食器を使うときは  

「リユースカッ の手 き」（平成 年 ） 

 

「リユース食器を使った コイベント実 マニ アル」

（平成 年 ） 

 

リユース食器を りられます  

リユース食器 ット ーク（2003 年 ） 

 

 

 

全 への 及 と地元での 組 くり（NPO ス ース う） 

取組の 要   

ス ース うは、平成 年ど り3 000食 の うとうが るまわれる「 まつり（ ・

川まつり）」において、 に される使い捨て食器の を し、 イ の事 を ントにリユース食

器を開発、 となるリユース食器の 事業を開 しました。 

平成 5 年度の 働 の は全 に及び、平成 20 年度には が 00 を しまし

た。 は、 をおく 県 川 内で、 や 内 と してリユース食器を使う 組み くりを進

めることにより、一 の 及を図ってい 

ます。 

 

 

川 では、 内イベントでリユー

ス食器を利用にする場合、 が 用の

を するとともに、ス ース うが

内 を実施し、さらに、 な

内 がリユース食器利用のための

協 を提供することから、 内では実

でリユース食器の ができるよ

うになっています。 

合せ NPO ス ース う 055 22 50  
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平成２ 年度は 月 実

 

 

 

み 化を に （東京都 市） 

取組の 要   

市では、平成 年 月から、学校 食で使われていた食器を 用のリユース食器として活用し、

を行っています。食器の ・ は市内の に 託しています。自 会、 組合や

年 協議会のイベント等を

に、 では年 0 の に

し しています。 

の要  

リユース食器の が平成

20 年度に きく しました。 の

要 としては、この年に行われた、

みの 化の 、 わせて実施し

た み の 及 発の促進、リユ

ース食器の の 化などが え

られています。 

合せ 市 部 み  0 2 33 3  

 

イベントでのリユース食器利活用を市が支援（東京都羽村市） 

取組の 要   

0 年 の を こる羽村市 業 は、2 で が する市の なイベント

ですが、平成 22 年当 食品容器 物が に されることが、 きな となっていました。また、

場者に み 化のため コ ッ 等の 及 発品を配布していましたが、羽村市ではより が え

やすい ールを していました。 

そ な 、 学生・ 会 などで 成される羽村市地 化 ン ーン実行 員会（23 年度よ

り、「羽村みどり東京 実行 員会」。）から、 業 へのリユース食器の の提 が ったことから、

それまで コ ッ 等の 及 発品の に使っていた の一部を 用し、 業 での のリユ

ース食器の使用を に実施しました。その 、 業 で発生する食品容器 物を に で

きた けでなく、事業の が な として えるようになるとともに、 業 場者の利用アン ー

トから、リユース食器の利用を 意 に受け めていることが らかとなりました。 

そこで、平成 23 年度からは、羽村みどり東京 実行 員会において、リユース食器の を図る

とともに、他の市内 へのリユース食器 制度（ は実行 員会 0 ）を開 しました。 

 

・平成 2 年度の では、リユース食器の により、年 3 2 の使い捨て容器の と 2 025

の 化 の を 成しました 

・平成 25 年度には、 ンセル ちが る どに、市内の に しています 

合せ 羽村みどり東京 実行 員会事 羽村市 業 部 全  0 2 555  
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リユース食器の利用促進         この の 紹介 23 も  

 

サッカースタジア のようなイベント 施 や、

り、 外でのス ー 会のようなイベント会場など、

の に の容器が使われるときに、リユース

食器を使おうという取組が 年進みつつ ります。 

 この では、NPO が となり全 にリユース食器

の 及を図るとともに、地元で な と を

めている事 と、行 が リユース食器を し す

事 、行 が域内イベントでのリユース食器利用を促

進するために 成制度を けた事 を紹介します。 

リユース食器を使うときは  

「リユースカッ の手 き」（平成 年 ） 

 

「リユース食器を使った コイベント実 マニ アル」

（平成 年 ） 

 

リユース食器を りられます  

リユース食器 ット ーク（2003 年 ） 

 

 

 

全 への 及 と地元での 組 くり（NPO ス ース う） 

取組の 要   

ス ース うは、平成 年ど り3 000食 の うとうが るまわれる「 まつり（ ・

川まつり）」において、 に される使い捨て食器の を し、 イ の事 を ントにリユース食
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川 では、 内イベントでリユー

ス食器を利用にする場合、 が 用の

を するとともに、ス ース うが

内 を実施し、さらに、 な

内 がリユース食器利用のための

協 を提供することから、 内では実

でリユース食器の ができるよ

うになっています。 
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み 化を に （東京都 市） 

取組の 要   

市では、平成 年 月から、学校 食で使われていた食器を 用のリユース食器として活用し、

を行っています。食器の ・ は市内の に 託しています。自 会、 組合や

年 協議会のイベント等を

に、 では年 0 の に

し しています。 

の要  

リユース食器の が平成

20 年度に きく しました。 の

要 としては、この年に行われた、

みの 化の 、 わせて実施し

た み の 及 発の促進、リユ

ース食器の の 化などが え

られています。 

合せ 市 部 み  0 2 33 3  
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それまで コ ッ 等の 及 発品の に使っていた の一部を 用し、 業 での のリユ

ース食器の使用を に実施しました。その 、 業 で発生する食品容器 物を に で

きた けでなく、事業の が な として えるようになるとともに、 業 場者の利用アン ー

トから、リユース食器の利用を 意 に受け めていることが らかとなりました。 

そこで、平成 23 年度からは、羽村みどり東京 実行 員会において、リユース食器の を図る

とともに、他の市内 へのリユース食器 制度（ は実行 員会 0 ）を開 しました。 

 

・平成 2 年度の では、リユース食器の により、年 3 2 の使い捨て容器の と 2 025

の 化 の を 成しました 

・平成 25 年度には、 ンセル ちが る どに、市内の に しています 
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リユース（リター ル）び の利用促進 

一 び 、 ールび 、 び 、Ｒび などのリユース（リター ル）び は 度も って り し使える

ことから、 が く、 れた 容器です。 年、 者の

ライフスタイルの 化等から、リユース（リター ル）び の使用

は し ン イ容器が となっています。 

リユース（リター ル）び のシス の には、 、地 自

、 者、 メーカー、 店、さらにび 、回収容器（

）供 者、ガラスび メーカーなど、 な が協 ・ しな

けれ 成 しませ 。そこで平成 23 年には、全 地域の取組を

支援・ によるび リユースシス の再 を とした「び

リユース推進全 協議会」が され、 「地 地 」「

」「 会 成」「 合 」を とした「地域 び リユ

ース ルの 」に取り組 でいます。 

この では、協議会 や 品開発、 回収によるび

リユースを促進している事 を紹介します。 

協議会 によるリユース リター ル び の利用促進（ 県容

器リユース推進協議会） 
取組の 要   

 平成 23 年に学識者、 組合、 、 組合、市民などが 市容器リユース推進協議会 を

り、 リサイクルされているＲ 20 び をリユースルートに せるシス の 促進に取り組みま

した。2 年度には実 事業を行い、 元にＲ 20 び の利用をお いし、 者が 品を する の

の を 、また、び の回収 を やすために「 ル」を り、 スターや で 報して

者に協 を びかけました。 

ルでは、自 が 収 し

たび からリユース（リター ル）び の

や、 店での 回収などを行いま

す。3 カ月の実 で までガラス

となっていたび 2 222 がリユースに回

されました。 

平成 2 年には、 県容器リユース推進協議会に

し、県全域でリユースび の取組を行っています。 

実  

 

 

 

県には 元が 5 り、 20 を利用する 元が 50 を えました 

合せ 県容器リユース推進協議会事 容器  02 5 5 

   

 

年

度 
回収  

び  

 

いび  

 

2 0

使用 元

P

元

23 050 3  2 0  33 5 

2  2 3 5 30 0  2 335 33  

25 2 2  33 3 2 5 35  

び リユース推進全 協議会 www.bin-reuse.jp/

 

 

リユース リター ル び で 全とまちおこし（NPO  

、奈良県生駒市、奈良市） 
取組の 要   

NPO   は、平成 2 年に奈良県 の を使った「と、わ（  ）」を開発し、奈良

市や生駒市などの 施 や 施 と し、リユースび の地域 シス を しました。 

かつ成 の るリユースび の地域 を 開する で、 ター ット（ 施 ・

施 等）の 、県 品の の利用、リユース（リター ル）び インのコン と 会の実

施等、 ら る 会を 及・ 発の場とし、 から する を やしていきました。 

品の ー ン は に し、自 など 施

では みが ない、 が さい など、リユー

ス（リター ル）び の 全 の を、また

施 では 地 地 、 の 全」などをア ール

し、 の を図っています。 

また、 や地元まち くり と し、まち く

りの を めた取組を発信す くシン ジ 、 Ｒイ

ベント等を ・実施しています。 

実 （平成 2 年 月 2 平成 25 年 月 2 ）  

・  000  

・び の回収  、取 店 55 店                  

 

・ み発生 制、 全・地 地 に   

合せ   0 0 5 53    
 

店 ・び と したリユース（リター ル）び の 回収（京都 京都市）

取組の 要   

 

 

 

 回収 は も しており、市民生活の 着したものとなっています。地 な取組ですが リユース（リ

ター ル）び シス の に しています。  

実 平成 2 年度  

・回収  2 か   店 回収 23 店  

・回収  （ 年度 ） 

合せ  

京都市  会推進部 まち 化推進  

0 5 2 3 0 

 

 

 

 

 

で  

 学校 食で てくる のび 容器は、これまで（ ックと ） い 「 を取る」「 れる」という

から されがちでした。しかし 年、 び の利用を通じて子どもたちにリユースの意 に 付いてて

もらいたい 「び の を通じて子どもの いを したい」という えを つ 者の意 を ま

え、 される きが てきています。 
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ことから、 が く、 れた 容器です。 年、 者の

ライフスタイルの 化等から、リユース（リター ル）び の使用

は し ン イ容器が となっています。 

リユース（リター ル）び のシス の には、 、地 自

、 者、 メーカー、 店、さらにび 、回収容器（

）供 者、ガラスび メーカーなど、 な が協 ・ しな

けれ 成 しませ 。そこで平成 23 年には、全 地域の取組を

支援・ によるび リユースシス の再 を とした「び

リユース推進全 協議会」が され、 「地 地 」「

」「 会 成」「 合 」を とした「地域 び リユ

ース ルの 」に取り組 でいます。 

この では、協議会 や 品開発、 回収によるび

リユースを促進している事 を紹介します。 

協議会 によるリユース リター ル び の利用促進（ 県容

器リユース推進協議会） 
取組の 要   

 平成 23 年に学識者、 組合、 、 組合、市民などが 市容器リユース推進協議会 を

り、 リサイクルされているＲ 20 び をリユースルートに せるシス の 促進に取り組みま

した。2 年度には実 事業を行い、 元にＲ 20 び の利用をお いし、 者が 品を する の

の を 、また、び の回収 を やすために「 ル」を り、 スターや で 報して

者に協 を びかけました。 

ルでは、自 が 収 し

たび からリユース（リター ル）び の

や、 店での 回収などを行いま

す。3 カ月の実 で までガラス

となっていたび 2 222 がリユースに回

されました。 

平成 2 年には、 県容器リユース推進協議会に

し、県全域でリユースび の取組を行っています。 

実  

 

 

 

県には 元が 5 り、 20 を利用する 元が 50 を えました 
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書籍、衣類、家具、家電等の使用済製品のリユー

スは民間のリサイクルショップ（リユースショップ）やイ

ンターネットオークションを中心に広く行われていま

す。ただし、市場価値が低い製品は取り扱い対象にな

りにくく、また人口密度が低い地方部ではリユース事

業者も少ない傾向にあります。そのため、粗大ごみの

約２割は利用可能な品物であるといわれていますが

（出典：環境省「平成 22 年度 使用済製品等のリユ

ース促進事業研究会 報告書」）、リユース品の利用

経験がある人は 20～30％にとどまっています（出典：

環境省「第二次循環型社会形成推進基本計画の進

捗状況の第４回点検結果について」）。 

そこで、民間リユース事業を補完・強化する目的で

市区町村も様々な取組を行っています。 

p.3-4 のアンケート調査で対象とした「粗大ごみから

の選別回収（行政等が粗大ごみからリユース可能な

物をピックアップする）」、「リユース品として収集（行政

等が住民のところまで回収にいく）」、「リユース品とし

て持込受付（住民が回収拠点まで持ち込む）」などの

方法（図-A）で市民から使用済製品を回収してリユー

スする取組の他にも、様々な取組があります。 

この項では、譲渡・販売数が多いことや円滑に運営

できていること、保管販売スペースの不足に対応した

事例、リユース業者と連携した事例などを紹介しま

す。 

使用済製品のリユース この項のプチ紹介⑪・⑫・⑮( )も参照

使用済製品の回収方法別の割合（複数回答あり） 

※実施率の母数は使用済製品のリユース回答市区町村

使用済製品のリユースにおける特徴・工夫（複数回答あり） 

   ※非常勤職員、嘱託・委託先を含む 

※※回答率の母数は使用済製品のリユース実施市区町村

使用済製品のリユースにおける課題（複数回答あり） 

※回答率の母数は使用済製品のリユース実施市区町村

粗大ごみから

の選別回収

55%
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インセンティブ付与

専用車による収集

付属品の回収

説明書の回収

自治体施設での保管

イベントによる回収

回収基準の公表

回収基準の作成

リユース可否が分かる人材

民間連携による修理等

民間連携による選別販売

入札等による高値販売

寄付など社会貢献

地域住民優先入手の仕組

27%

49%

38%

9%

20%

18%

18%
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住民認知度・利用状況が低い

保管スペースの不足
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民間リユース業者との住み分け

採算性・費用対効果の改善

ノウハウ・人材不足

製品品質の担保

図-Ａ

人口規模別の譲渡・販売点数割合 

※母数は各人口区分の年間販売・譲渡点数回答市区町村

全国市区町村アンケート結果の紹介 

p.23
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みの再生 を 事業化（東京都 市） 

取組の 要  

 

 

 

品 家 、食器 、楽器 、その他 

事業収支  

・ で ・再生から 事業 までを っており、市からの 託 等の支 は りませ 。 

実 （平成 2 年度）  

・ 0 000 、回収  20 、  2 000   

み 用（ 500 ）の 、シル ー センターを通した高 者の活 の場の提供 

合せ 市 資 部 推進  0 2  

   

 

・ ス ースに の を活用（岡 県真庭市） 

取組の 要   

 平成 年から、クリーンセンターへ された み（ ）や文化センターなど回収 への み

（ ）を２つの市民ボラン ア （リサイクル ラ まにわの会、まにわリユース ラ の会）が し

て、リユース品の 度の高いものは し、その他は るいは譲渡しています。 ・ 場 は

クリーンセンターや の などを活用しています。品 の き取り は が 成しています。 

品 家 、家 製品、衣 、食器 、自 、生活 用品など（ により なります。） 

事業収支 市は活 場 の提供や 報 での P を行っていますが、 託 等の支 は りませ 。 

実 平成 2 年度  20 000 、  00 （2 の合 ） 

合せ 真庭市市民 部  0 2 3 
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使用 家 等をリユース事業者に （東京都 子市） 

取組の 要  

 子市では みから再生して家 等を する事業を「リサイクル 」が実施していましたが、

平成 年度で を することとなりました。それに伴い、市民にリユース品を で提供する事業を

し、平成 年 月から 事業を開 しました。市内リユース事業者は、 事業に 意 の 0 か

ら めました。再生 品の や 施 、 り い 等の事業内容については「 みの再生

利用事業実施要 」で め、要 に きリユース業者が組 したリサイクル協 会と協 書を し、

事業を進めています。 

 

品 家 ・楽器 など 

実 （平成 2 年度）  0 、  22  

合せ 子市資 部 み  0 2 20 25  

 

いちフリーマー ット、 子で学 （埼玉県川 市） 

取組の 要   

 学生の子どもと の として、平成 年より 月 の にリサイクル ラ

でフリーマー ットを 店 で開催しています。（ 着 0 店 まで）。フリーマー ットの 場者は、

開催されるリサイクル家 ークションの 者や、リサイクル ラ の に る サンアール

利用の ール・ 施 、年 場者 0 の利用者が を めます。 

 また、フリーマー ットに している子ども には、ボラン アスタッフが 催するリサイクル

（家庭で不要になったものや を とする）にも してもらい、 みの に けた意識の

と 子 の を図っています。 

店品 、おもち 、食器など 

実 平成 2 年度 店  3 店 、  33 、リサイクル 子ども  0

子どもへの 、 子の 会の提供 

合せ 川 市 部 リサイクル ラ  0 22 530  

 

 

リユース品は 取・ みは 取（千葉県市川市） 

取組の 要   

 市川市リサイクル ラ では、平成 年から、市民からの を受けて、 した 、 取を

行っています。 で き取った 、リサイクル ラ で ・再生および ・ しています。 外

品 の 取 には する市の不要品情報コー ーを紹介しています。 みの収 は です

が、リサイクル ラ では でリユース品を き取ることから、インセン が働いています。  

 

品 家 、ベ ー用品（ イル シート、家 製品、自 等は 外） 

事業収支 は市からの 託 で っており、 は市の としています。 

実 平成 2 年度 譲渡  3 500 、  0 （ 場者は平 0 、 0 度）

み 用の  

・市民に で り、 が に使われる意識の 成 

合せ 市川市 部 会推進  0 320 3   

  

 

 

めたリユース品を で譲渡（ 県 市） 

取組の 要   

 市では、平成 年からま 使えるものの不要となったリユース品について、 回収・ 取を行

っています。 めたリユース品については、市の施 に された「 市リサイクル情報 ラ 」に

・ し、家 、 化製品などは 月 回の の 、当 者に で譲渡しており、 、衣 などは

で譲渡しています。 み回収は で るため、 のリユース品回収に すことには、インセ

ン が働いています。。 

また、当 者には「 るさとの 募 」への募 を しており、地域の自 の 全に していま

す。 

品 家 、 化製品、 、衣 など   

実 （平成 2 年度）  00 、  20  

合せ 市  み 推進  0 32 23 5   

   

 

市民
（利用者）

市民
（ 者）

市川市リサイク
ル ラ

・リサイクル ラ に し み

・職員が をし、リユース な
場合、 用 で収

・再生・

収 は
市川市 （ 託）が実施

みは のためリユース
のインセン が る

取
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使用 家 等をリユース事業者に （東京都 子市） 

取組の 要  

 子市では みから再生して家 等を する事業を「リサイクル 」が実施していましたが、

平成 年度で を することとなりました。それに伴い、市民にリユース品を で提供する事業を

し、平成 年 月から 事業を開 しました。市内リユース事業者は、 事業に 意 の 0 か

ら めました。再生 品の や 施 、 り い 等の事業内容については「 みの再生

利用事業実施要 」で め、要 に きリユース業者が組 したリサイクル協 会と協 書を し、

事業を進めています。 

 

品 家 ・楽器 など 

実 （平成 2 年度）  0 、  22  

合せ 子市資 部 み  0 2 20 25  

 

いちフリーマー ット、 子で学 （埼玉県川 市） 

取組の 要   

 学生の子どもと の として、平成 年より 月 の にリサイクル ラ

でフリーマー ットを 店 で開催しています。（ 着 0 店 まで）。フリーマー ットの 場者は、

開催されるリサイクル家 ークションの 者や、リサイクル ラ の に る サンアール

利用の ール・ 施 、年 場者 0 の利用者が を めます。 

 また、フリーマー ットに している子ども には、ボラン アスタッフが 催するリサイクル

（家庭で不要になったものや を とする）にも してもらい、 みの に けた意識の

と 子 の を図っています。 

店品 、おもち 、食器など 

実 平成 2 年度 店  3 店 、  33 、リサイクル 子ども  0

子どもへの 、 子の 会の提供 

合せ 川 市 部 リサイクル ラ  0 22 530  

 

 

リユース品は 取・ みは 取（千葉県市川市） 

取組の 要   

 市川市リサイクル ラ では、平成 年から、市民からの を受けて、 した 、 取を

行っています。 で き取った 、リサイクル ラ で ・再生および ・ しています。 外

品 の 取 には する市の不要品情報コー ーを紹介しています。 みの収 は です

が、リサイクル ラ では でリユース品を き取ることから、インセン が働いています。  

 

品 家 、ベ ー用品（ イル シート、家 製品、自 等は 外） 

事業収支 は市からの 託 で っており、 は市の としています。 

実 平成 2 年度 譲渡  3 500 、  0 （ 場者は平 0 、 0 度）

み 用の  

・市民に で り、 が に使われる意識の 成 

合せ 市川市 部 会推進  0 320 3   

  

 

 

めたリユース品を で譲渡（ 県 市） 

取組の 要   

 市では、平成 年からま 使えるものの不要となったリユース品について、 回収・ 取を行

っています。 めたリユース品については、市の施 に された「 市リサイクル情報 ラ 」に

・ し、家 、 化製品などは 月 回の の 、当 者に で譲渡しており、 、衣 などは

で譲渡しています。 み回収は で るため、 のリユース品回収に すことには、インセ

ン が働いています。。 

また、当 者には「 るさとの 募 」への募 を しており、地域の自 の 全に していま

す。 

品 家 、 化製品、 、衣 など   

実 （平成 2 年度）  00 、  20  

合せ 市  み 推進  0 32 23 5   

   

 

市民
（利用者）

市民
（ 者）

市川市リサイク
ル ラ

・リサイクル ラ に し み

・職員が をし、リユース な
場合、 用 で収

・再生・

収 は
市川市 （ 託）が実施

みは のためリユース
のインセン が る

取
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家 等の回収・ と 用品の受託 （千葉県 市） 

取組の 要   

市では、平成 年からクリーンセンターに した ー ス ラ で家 ・自 の と衣

・ 等の受託 （ ー スショッ ）を行っています。家 ・自 は、 者からの により、

当者が事 に をし、リユース なもの けを で回収し、 等を行って します。また衣 ・

等は 5 まで とし、 を として市が受託 しています。 

 

品  家 ・自 （家 、ス ール家 は 外） 

・ ー スショッ  用 、衣 、おもち 、食器など 

事業収支 収 は市の とし、市が事業 を支 しています 

実 （平成 2 年度）  00 、  300 （家 ・自 の ） 

み の （市 の ）、市民のリサイクル意識の 発、リサイクル活 の実  

合せ 市都市 部 み ー ス ラ  0 35  

 

  
京 コ ークか なび（京都 京

市）  

 市の み 施 のリサイクル ラ

で、市と協働してリユース品の き取り・

・ を行っている市民ボラン ア

。リユース活 けでなく、市の施

への協 （ 店 き店 など）、

活 など く活 されています。平成

25年度には、リ ース・リユース・リサイク

ル推進協議会から会 を受 しました。

みからの ックアッ リユース（ 奈川

県 市） 

 みから市が した製品を市内に

地するリユースショッ （リユース業の業

の会員 業）が い取っています。市が

した製品のうち くが い取られます。

の み の れにリユースを取り

れたため は と ど りませ 。

平成 23 年度 使用 製品のリユースに

する ル事業に されました。 

プチ紹介  プチ紹介  

 

 

リユースでお い物 と 発 （ 市） 

取組の 要  

市では、平成 2 年から 市 Ｒ推進センター（ コ ージア ）で、市民等から衣 、食

器、 等を寄付してもらい、それを し再利用する活 を進めています。 は 発 の

用や施 の事業 に てています。施 は、 の くの 店 の に り、 スな らし

等の実施や、て ら や ットボトルの ッ などの回収 ともなっており、年 5 もの

が利用しています。施 の は 者で る いけ コスタッフに 託しています。当事業

は 、 合わせて 3 のスタッフが 当しており、 2 と 2 で していま

す。 をまとめたマニ アルを 成して を しています。きれいで れていないもので

れ 、ニー が く れそうにないものも き取ります。 に が るものを ってきたら、民 のリユ

ースショッ に っていくことを めます（ 市に寄付をしたいという もいます。）。 

 

品 衣 、 ・ 、 、書 、食器など、着物フ ア・ の フ アなどを開催しています 

（家 、 家 などはストックス ースや 等の が り 外） 

事業収支 り の 3 を市民 発 、5 を事業 、 りの 2 は コ ージア に

て、その他、市からの事業 託 で年 00 で実施 

実 （平成 2 年度）  2 000 、  00  

 

・5 0 もの を て した 市民 発 が 働  

・ 店 の利用 による き店 の 店 も まれます 

合せ 市 部 にやさしい  0 2 5 2 0 

 

  
くり し使ってくれて りがとうき（陶器）市（奈良県 ）

 では、家庭で不要になった陶器 やガラス食器

を回収し、 で配布しています。食器 に れや

れが りリユースできないものは し、リサイクルして

います。 

プチ紹介  

リ・ ックフ ア （奈良県 市） 

 市では、家庭で不要となった

を カ月 度の を めて収 し、

リ・ ックフ アの 場者に （

り）でお ち りいた いています。

プチ紹介  
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家 等の回収・ と 用品の受託 （千葉県 市） 

取組の 要   

市では、平成 年からクリーンセンターに した ー ス ラ で家 ・自 の と衣

・ 等の受託 （ ー スショッ ）を行っています。家 ・自 は、 者からの により、

当者が事 に をし、リユース なもの けを で回収し、 等を行って します。また衣 ・

等は 5 まで とし、 を として市が受託 しています。 

 

品  家 ・自 （家 、ス ール家 は 外） 

・ ー スショッ  用 、衣 、おもち 、食器など 

事業収支 収 は市の とし、市が事業 を支 しています 

実 （平成 2 年度）  00 、  300 （家 ・自 の ） 

み の （市 の ）、市民のリサイクル意識の 発、リサイクル活 の実  

合せ 市都市 部 み ー ス ラ  0 35  

 

  
京 コ ークか なび（京都 京

市）  

 市の み 施 のリサイクル ラ

で、市と協働してリユース品の き取り・

・ を行っている市民ボラン ア

。リユース活 けでなく、市の施

への協 （ 店 き店 など）、

活 など く活 されています。平成

25年度には、リ ース・リユース・リサイク

ル推進協議会から会 を受 しました。

みからの ックアッ リユース（ 奈川

県 市） 

 みから市が した製品を市内に

地するリユースショッ （リユース業の業

の会員 業）が い取っています。市が

した製品のうち くが い取られます。

の み の れにリユースを取り

れたため は と ど りませ 。

平成 23 年度 使用 製品のリユースに

する ル事業に されました。 

プチ紹介  プチ紹介  

 

 

リユースでお い物 と 発 （ 市） 

取組の 要  

市では、平成 2 年から 市 Ｒ推進センター（ コ ージア ）で、市民等から衣 、食

器、 等を寄付してもらい、それを し再利用する活 を進めています。 は 発 の

用や施 の事業 に てています。施 は、 の くの 店 の に り、 スな らし

等の実施や、て ら や ットボトルの ッ などの回収 ともなっており、年 5 もの

が利用しています。施 の は 者で る いけ コスタッフに 託しています。当事業

は 、 合わせて 3 のスタッフが 当しており、 2 と 2 で していま

す。 をまとめたマニ アルを 成して を しています。きれいで れていないもので

れ 、ニー が く れそうにないものも き取ります。 に が るものを ってきたら、民 のリユ

ースショッ に っていくことを めます（ 市に寄付をしたいという もいます。）。 

品 衣 、 ・ 、 、書 、食器など、着物フ ア・ の フ アなどを開催しています 

（家 、 家 などはストックス ースや 等の が り 外） 

事業収支 り の 3 を市民 発 、5 を事業 、 りの 2 は コ ージア に

て、その他、市からの事業 託 で年 00 で実施 

実 （平成 2 年度）  2 000 、  00  

 

・5 0 もの を て した 市民 発 が 働  

・ 店 の利用 による き店 の 店 も まれます 

合せ 市 部 にやさしい  0 2 5 2 0 

 

  
くり し使ってくれて りがとうき（陶器）市（奈良県 ）

 では、家庭で不要になった陶器 やガラス食器

を回収し、 で配布しています。食器 に れや

れが りリユースできないものは し、リサイクルして

います。 

プチ紹介  

リ・ ックフ ア （奈良県 市） 

 市では、家庭で不要となった

を カ月 度の を めて収 し、

リ・ ックフ アの 場者に （

り）でお ち りいた いています。

プチ紹介  
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リユース業者の活用 をリーフレット等で紹介（東京都 区） 

取組の 要   

 区では、リユース情報 、 みからの家 等の ックアッ ・ 提供によるリユースを

行っていましたが、平成 23 年度 ル事業の を に、 自にリユース事業者のリストを り、

区民に紹介する取組を実施し、それ して取組 でいます。 

に 地するリユースショッ 及び、 配 取を行っているリユースショッ 合わせて 3 店 （ 合リ

ユースショッ 店 、衣 品 0 店 、ス ー 用品 店 、 コン・ 2 店 、着物・ ・

物 0店 ）を紹介しています（平成2 年度 ）。リストとして紹介する店 は、リユース業の業

の会員 業から協 を ました。 に 地する事業者 外に 配 取をしている事業者も紹介して

います。 

 紹介 としては、店 の 要、取 品 、リユース品の 取 、利用 などを したリーフレッ

トを 成し配布しています。リーフレットは 区の ー ージでも が です。 

 

合せ 区 リサイクル部 事業  03 5 32 2 2  

は 「平成 23 年度 使用 製品等のリユース促進事業 会 報 書」に   

 

 

 

 

 

 

  

の の  

 使用 製品のリユースを促進するうえで、民 リユース事業者の協 は に きな になります。

民 のリユース業者を すには やインター ット を行う 外に、 の業 では、自

や の 合せに して の 事業者を紹介してくれます。 にはコン ライアンスなど一

の が るため、信 できる事業者を つけやすいのが イントです。 

 店   する活 内容 

リユース業協会 手リユース 店  

3 000 店  

事業者 けリユース ン ックの

発行、リユース の実施など 

リユース  リユース店 0  

00 店  

リユース製品のトレーサ リ を

する 組みの ・ 用など 

ジ ン・リサイクル・ 

ア シ ーション 

リユース店 500  

 

良リユース 店の など 

 

 

地域の でリサイクルからリユースへ（NPO 部リサイクル 市

民の会） 
取組の 要  

 55 年から市内のスー ーや ー センター 場、お などに 回 は で 回「リユース

リサイクルス ーション」を して、不要品の寄付の受付や資 物の回収を行ってきました。そのうち

寄付として受け付けた不要品（ リユース品）は市内及びその に る 2 の「 」で し、

する店 で しています。 取 は、当 はスタッフが他地域の 利 が 進 に取

り組 でいるリユース事業の などを行い、 行 して しました。 は年に 回の を行

い、 ン ック（ 取 等）の 成などによって の を行っています。 

品 書 、古着、食器、 ・か 、 ッ ン用品（ 品または使用 の ないもの） 

事業 NPO会 と資 化物の 、リユース品の 、 古 市の事業協 などで

や の家 等を っています 

実 （平成 2 年 3 月） リユース品の たり  000 （ 55 年開 当 ） 3 （ ） 

利用している市民への Ｒに する情報提供や に配 した生活の提 ・意識の  

・市民リサイクラーとして活 することによる 識や の成  

・ は にイベントを行っていることも り、 い物に た市民が に することでコ

ニ の活 化にも 。 に高 者のコ ニ としての も  

・リユース リサイクルス ーションは 店にとっての  

合せ NPO  部リサイクル 市民の会 052 2 0           
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古布・古着のリユース           この の 紹介 23 も  

古着のリユースは、 回収や自 の 収

が で り、民 のリサイクルショッ 、フリーマ

ー ットでリユースされている や 等が とな

って取り組 など なものが ります。 

平成 2 年度（ ） 業 「 製

品 Ｒ 事業」報 書によると、 製品全

の は トン ります。そのうち衣 品が 2

トンとなっており、リサイクル （ 3 ）、リユース

（ 3 ）、リ ア （ ）で、合 で 2 3 となっ

ています。 

この では、 や などを として、

地で な を らして実施されている取組を紹

介します。 

 

古着のリユース・リメイク・海外との民 （NPO 2 ジ ン）

取組の 要   

平成 年に活 を めた 2 ジ ンは 奈川県を に 3 の と し、家庭で不要な衣

を寄付してもらい、5 のリユース・リサイクルショッ （ ショッ ）で し、収 の一部をアジアの

の自 支援に けた 成をしています。 

  また、そのまま できない衣 をリメイクしたり、アートの として活用しており、 れ ったもの

は、 リサイクル業者を通じ東 アジアや 、アフリカの へ けられ、 ーセントが 活用さ

れています。また、 ショッ は、 じ地域で らす が寄付し、 い物をし、ショッ を するので、

な が わる地域の の場となっています。 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

実 平成 2 年度  

・  3 2 2 、衣 の寄付 、物品寄付  03 0   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ショッ                     リメイク 品

 

 
 
 

リク ール  区のイベントでのファッションショー（東京都 区）   

 区 Ｒ推進協議会と 区は、 Ｒ推進イベント「 発 コなくらし Ｒでスマートライフ」を

開催しました。その で、ファッション ジ ス学会の協 を て、古布などを使った手 コー ー

や「リク ールファッションショー」でイベントを盛り ました。 

 リク ールとは、 や 、古着などを利用し、リ ア、リフ ー 、リメイクといった手 を用いた

ク リ ーの高い製品、及びその製 活 を し、リファッションとも れているものです。 

プチ紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

お に りの をいつまでも ン ラック リ・ ア（
ジ ン） 

取組の 要   

 「ち っと れたり、ち っと せたり、それ けで捨ててしまうのは、やっ りとても ッタイ イ」との

いで、平成 25 年 0 月にこの ジ クトが まりました。 

利用者は、シ などのついた を京都

付という め さ に ります。京都 付

は、 に 業した め の

です。 月 におし れな に まった

となって ってきます。 は 制で、

シ で 3 000 です。 の一部

（ 0 50 ）は ジ ンに寄付し、自

に てています。 な を した

いという いで利用する が いとのことです。 

を め すという 、それを一般の に活用した取組です。 

実 （平成 25 年 月 平成 2 年 2 月） ・ 00 着 

の  

の古着は、 に の として使われていました。そのために でも古布、古着（こ

れらをボ といいます）は古 回収ルートで回収されています。ボ の は 回収と自 の

収 が で り 自の ルートがないため、どのように めるかが です。 

ボ は、 ス（ 業用 ）としてリユースする、 に して（ ）、 や不 布の にリ

サイクルする、 そのまま 古衣 としてリユースする、という 3 つの用 が ります。 

古衣 としての利用は 内より東 アジアなどに されています。東 アジアが なマー ット

になっているのは が ているということが ります。また の古着はファッション が高いことが

そうです。 リサイクル 場では古着を に かく し、 手 の 要に合わ

せて しています。 回収や自 の 収 に せ 、衣 はきち と 利用されます。 

  

自 などから められたボ         かく される                  とに され される

おさがりボックス（ 県 市）  

 市内 、 にコン を き、通 している家 が不要になった衣 を自 に れたり、

ち ったりできるようにしています。活用され った衣 は ス（ 業用 ）として古 とともに

しています。 

プチ紹介  
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リサイクル適正の表示：紙へリサイクル可 

この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」

に係る判断基準に従い、印刷用の紙へのリサイクルに適した材料

［Ａ ランク］のみを用いて製作しています。 

 

このパンフレットは、古紙パルプ配合率100％の再生紙を使用しています。このマー

クは、３Ｒ活動推進フォーラムが定めた表示方法に則って自主的に表示しています。

地域や職場でのユニークな２Ｒの取組紹介 

不要品情報を庁内メールで（千葉県市川市） 

部署によって、当該部署で不要になった製品をリユース品として

他部署に譲渡するため、庁内の全部署にメールで適宜情報発信し

ています。 

マイ箸やリユース食器の使

用（東京都羽村市） 

職員等の庁内での食事は

マイ箸使用を推進していま

す。市事業における飲食を伴

う事業には、リユース食器利

用制度により、促進に努めて

います。 

使い捨て弁当容器を自粛（埼玉県川越市） 

会議で弁当を提供する場合、使い捨て弁当容器の利用を自粛し

ています。 

古着のファッションショー「もりおかフルコレ」の開催

（岩手県盛岡市） 

 再生品を活用したファッションショーを通じ、「衣」

の文化における盛岡ならではのライフスタイルを紹

介するイベントを開催。一般応募の部の他古着店に

よるショーを行い、楽しみながら、リユース意識の高

揚を図るイベントを実施しています。 

もったいない食器市（奈良県生駒市） 

 家庭で不要になった陶磁器食器及びガラス製食器

を回収し、使用できるものはその場で市民に配布す

るイベントを月に三回実施しています。 

使わなくなった机・イス等を利用した海

外支援事業（東京都江東区） 

 学校で使わなくなった机・椅子や区民

から寄付された楽器等を江東区・海外

リサイクル協会（NGO）・JHP 学校をつく

る会（NPO）の三者協働で、それらが不

足している地域に贈っています。支援

物資には、贈り手のこどもたちのメッセ

ージを添えて贈り、受け取り手のこども

たちからは、喜びの声を寄せ書きや写

真等に託して還元しています。平成 25

年は机・イス 230 セット、楽器をカンボ

ジアへ贈りました。 

プチ紹介⑪ プチ紹介⑩ 

プチ紹介⑫ 

プチ紹介⑬ 役所での取組 プチ紹介⑭ 役所での取組

プチ紹介⑮ 役所での取組

平成 26 年 3 月発行 

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課 

循環型社会推進室、リサイクル推進室 

〒100-8975 東京都千代田区霞が関 1-2-2 

☎03-3581-3351（代表） FAX03-3593-8262 

URL:http://www.env.go.jp/recycle/circul/ 

URL:http://www.env.go.jp/recycle/recycling/ 

古紙パルプ配合率100％再生紙を使用

 

　循環型社会を構築するためには、３Ｒ（リデュース（発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再生利用））
が不可欠であり、特に「リデュース・リユース＝２Ｒ」を一層進めることが求められています。
　そこで、住民、事業者、行政など、地域に住む様々な主体が連携して２Ｒの取組が発展する事を願い、
先進的な事例を取りまとめました。
　みなさまの地域で２Ｒの次の一歩を踏み出すために、このパンフレットを是非お役立てください。

循環型社会

天然資源の
投入

生産
（製造、流通）

消費・使用

廃棄

最終処分

処理
（リサイクル・焼却）

廃棄物等の発生抑制と適正な循環的利用・
処分により、天然資源の消費を抑制し、環境への

負荷ができる限り低減される社会

3 RRecycle

Reduce

Reduce

Reuse

環 境 省

発生抑制（リデュース）

生産時の天然資源の投入量抑制や
過剰な消費・使用の回避など廃棄
物の発生自体を抑制すること

再使用（リユース）

いったん使用された製品・部品・
容器等の形状を維持したまま再び
使用すること
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